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 La2@C80 のσキノジメタンとの［4 ＋ 2］環化反応
　M2@C80 の新規分子変換法の確立を目的として、ズルチンを前駆体とするσキノジメタンを用いた La2@












換法の一つである［4＋ 2］環化付加反応による C70(CF3)10 の高効率な分子変換法の開発に成功した。
位置選択的な C70(CF3)10-exTTF2 連結型分子の合成






イプとして、ドナー性分子として優れた特性を持つ exTTFを C70(CF3)10 に導入した新規 D-A分子を合成し、
構造解析ならびに物性解明に成功した。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、従来の空フラーレン類とは一線を画した活性フラーレンの分子特性を利用することにより、新
規な活性フラーレン誘導体を合成し、その機能化を行ったものである。それらの誘導体の詳細な構造解析と
電子的・磁気的特性の解明に成功した。さらに、ランタノイド金属内包フラーレン及びトリフルオロメチル
化フラーレンを鍵分子とする新規 D-A分子の合成とその物性解明は、光誘起による分子内電荷分離挙動の
観測をはじめ、光機能性分子の基盤研究として重要な知見を与えるものであり、フラーレンの基礎・応用の
分野において新たな研究領域を切り開き、高く評価されるものである。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
